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IFRS基準の開発をめぐる最新の動向
基本財務諸表プロジェクト

国際会計基準審議会（IASB）は、公開草案「全般的な表示及び開示」（2019年12月公表）の再審議を進めています。2022
年7月～9月のIASB会議では、主要論点の検討が進んでいる損益計算書（PL）の表示に関する残りの論点などが審議され
ました。

2019/12
公開草案

2021/3
以降
再審議

最終基準
公表未定

目的： 3つのポイント：

PLにおける業績の伝達方法の改善

公開草案：PLにおいて営業費用を機能別に表示する場合、単一の注記で、営業費用総額の内訳を性質別に開示

新たな小計と区分の導入 情報の集約・分解の改善 MPMの導入

情報の集約・分解の改善

売上高 10,000

売上原価 4,000

売上総利益 6,000

販売費及び一般管理費 3,000

営業利益 3,000

PLの表示（機能別）

使用した原材料 2,700

従業員給付 1,500

減価償却費及び償却費 1,000

固定資産の減損 800

営業債権に係る減損損失 500

その他 500

営業費用合計 7,000

注記における開示（性質別） 暫定決定

 PLの各科目に含まれ

ている減価償却、償却
および従業員給付の金
額を開示。

注記において開示する
全ての営業費用につい
て、PLの各科目に含ま

れている金額を開示す
るアプローチを検討。



その他のIFRS関連ニュース(1/2) （2022年7月～9月）

「『会計基準の選択に関する基本的な考え方』の開示内容の分析」（2022年）の公表（2022年7月22日）

東京証券取引所（東証）は、「会計基準の選択に関する基本的な考え方」の開示内容の分析を公表しました。
2022年6月末時点で、IFRS適用済会社、IFRS適用決定会社およびIFRS適用予定会社は264社、時価総額の合計は316兆
円となり、東証上場会社の時価総額に占める構成比率は45.1%となりました。

IFRS適用状況推移表（直近5年） ■：IFRS適用済会社
■：IFRS適用決定会社
■：IFRS適用予定会社

234社（時価総額255兆円、構成比率42%）

225社（時価総額220兆円、構成比率36%）

204社（時価総額220兆円、構成比率33%）

243社（時価総額327兆円、構成比率44%）

出所：東京証券取引所公表資料をもとにPwCあらた有限責任監査法人作成
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264社（時価総額316兆円、構成比率45.1%）

「セール・アンド・リースバックにおけるリース負債」（IFRS第16号「リース」の修正）の公表
（2022年9月22日）

IASBは、セール・アンド・リースバック取引に関する要求事項を改善するため、IFRS第16号の修正を公表しました。

本修正は、2024年1月1日以後開始する事業年度から適用されます（早期適用可能）。

使用権資産 リース負債

当初
測定

事後
測定

 リース負債の事後測定において、売手である借手が保持している使用権に係る利得
または損失の金額を認識しない方法で、「リース料」または「改訂後のリース料」を決
定します。

 リース料の一部または全てが指標またはレートに応じて決まるものではない変動
リース料であるセール・アンド・リースバック取引を行った、または行う可能性のある
企業は、本修正による影響を受ける可能性があります。



アジェンダ決定「特別買収目的会社（SPAC）：公開株式の金融負債又は資本への分類（IAS第32
号）」の公表（2022年7月25日）

その他のIFRS関連ニュース(2/2) （2022年7月～9月）

アジェンダ決定「負の低排出車クレジット（IAS第37号）」の公表（2022年7月25日）

主に中国などの法域での規制である負の低排出車クレジットを保有する企業が、IAS第37号の負債の定義における「現在の
義務」を有しているのかについてアジェンダ決定（IFRS基準の要求事項の追加・修正ではない）を公表しました。

生産・輸入車両の二酸化炭素の年間平均排出量

政府の目標値より少ない ＝ 正（プラス）のクレジット

政府の目標値より多い ＝ 負（マイナス）のクレジット

クラスAの株主
（設立者）

クラスBの株主
（一般投資家）

上場された
SPAC

株式

株式

資金

資金

対象
企業

取得

（要望書で記述された概要のイメージ）

アジェンダ決定

 IAS第32号には、現金などを引き渡

す義務について、株主の意思決定
が企業の意思決定として扱われる
かどうかを評価するための要求事
項が含まれていない。

資本の特徴を有する金融商品（FICE）
のプロジェクトの一部として検討すべき。

アジェンダ決定

政府の目標値よりも二酸化炭素排出量の多い車を生産・輸入
する場合、制裁を受け入れることが、企業にとって義務の決済
を回避できる現実的な選択肢である場合を除き、IAS第37号の
負債の定義における「現在の義務」を有する。

SPACが発行した一般投資家が保有す

る公開株式を、負債性金融商品または
資本性金融商品のどちらに分類すべき
かについてアジェンダ決定（IFRS基準

の要求事項の追加・修正ではない）を公
表しました。

クラスBの株主の契約上の権利
• SPACの株主が対象企業の取得を承認した場合、保有する株式の払戻しを要求できる。
• SPACが清算された場合、株式は払戻しされる。
• SPACが存続期間内に対象企業を取得しなかった場合に、（i）株主の3分の2、（ii）それ
ぞれのクラスの株主の3分の2以上の同意があれば、SPACの存続期間を延長できる。

SPAC が契約上の義務を決済するために現金または他の金融資産を引き渡すこ

とを回避できる無条件の権利を有しているかどうか。つまり、資本性金融商品に分
類されるかどうか。



M&Aなどの取引
実行前段階から
実行後段階まで、
全 て の 場 面 で
会計アドバイスを
提供します。

企業買収・再編関連
会計アドバイザリー

複雑な会計領域
について、戦略的
な 会 計 処 理 を
ご提案します。

複雑な会計領域
のアドバイス

ク ラ イ ア ン ト の
ニーズに合致した
カスタマイズした
研修を提供して、
経理人材の育成
を支援します。

経理人材育成
の研修支援

海外進出に当たり、
現 地 調 査 か ら
設立手続きまで
総合的に支援し
ます。

海外進出の
総合支援

PwCがお手伝いできること

全 面 的 な IFRS
コ ン バ ー ジ ョ ン
支援から、特定
領域のみのアドバ
イザリーまで幅
広くご支援します。

IFRS導入支援

経営情報の比較
可能性向上と業
務効率化のため、
勘定科目の整備
と会計マニュアル
の作成をご支援
します。

グローバル勘定科目
統一支援

決算早期化の
阻害要因を解決
し、マネジメント
サイクルの統一
をご支援します。

決算期統一・
決算早期化支援

アドバイスから、
リソースの提供、
アウトソーシング
まで、クライアント
の体制とニーズに
適した関与形態で
ご支援します。

内部監査支援

日本企業をとりまく状況
グローバル化の進展・加速

海外子会社とのコミュニケーション/協働体制を推進する必要性

グローバル経営管理体制の強化/再構築の必要性
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